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次は, ペンギン 6羽の, 身長 xと体重 yのデータである.

x(cm) y(kg)

20 2

26 4

30 2

30 4

36 4

38 8

平均値 x = 30cm, y = 4kg である. 次の量を, (単位があるものには)単位をつけて答
えよう.

1. 共分散 sxy
2. 相関係数 r
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ある 2変量データ (x, y) について次のことがわかっている.

x の平均値 x 49

y の平均値 y 9

x の標準偏差 sx 16

y の標準偏差 sy 25

x, y の共分散 sxy 4

(x, y) のデータの個数 n 36

このとき, 回帰直線の式を, x, y の式で書こう. 整理しなくてよい.

yを応答変数, xを説明変数としよう=授業と同じのりでやろう.

12点満点. ×N:NGワード/アイデア, × P:過程なし, ×か:考え方の誤り, ×き:記号の
誤り, ×け:計算ミス
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略解
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1. sxy =
1
6
[(20− 30)(2− 4) + · · ·+ (38− 30)(8− 4)] = 26

3
cm · kg.

2. x の分散は s2x = 36cm2, y の分散は s2y = 4kg2. よって, r =
26
3
cm·kg

√
36cm2

√
4kg2

= 13
18
.
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過程不要
y − 9 = 4

16·25 ×
25
16
(x− 49) すなわち y − 9 = 1

64
(x− 49).
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